
一
九
八
六
年
八
月
、
ボ
ス
ト
ソ
で
の
国
際
乾
燥

工
学
シ
ソ
.
ホ
ジ
ウ
ム
に
参
加
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
の
フ
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
国
営
航
空

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
行
っ
た
0
 
挌
乗
ロ
ビ
ー
の
騒
々
し

い
雰
囲
気
は
、
と
て
も
フ
メ
リ
カ
と
は
思
え
ず
、

ス
.
ヘ
イ
ソ
に
い
る
よ
う
に
錯
覚
し
そ
、
つ
で
あ
っ
た
0

五
百
人
近
い
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
ス
ベ
イ
ソ
系
で

あ
り
、
ア
ジ
フ
系
と
し
て
は
イ
ソ
ド
人
二
人
と
私

だ
け
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
十
時
間
飛
行
し
て
、
早

朝
に
プ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
空
港
に
着
く
と
、
知
人

の
ゴ
ソ
サ
レ
ス
夫
妻
と
息
子
さ
ん
が
、
日
章
旗
と

フ
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
国
旗
を
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
飛
び

出
し
て
き
て
、
私
に
抱
き
つ
い
た
。
出
迎
え
を
予

想
し
て
な
か
っ
た
の
と
、
大
勢
の
人
前
で
の
派
手

な
歓
迎
な
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
つ
づ
い
て
、
三

十
歳
位
の
日
本
女
性
が
来
て
、
ゴ
ソ
サ
レ
ス
氏
が

通
訳
の
斡
旋
を
日
本
大
使
館
に
頼
み
、
彼
女
が
三

日
間
雇
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
.
ハ
ソ
・
ア
メ
リ
カ

ソ
.
ホ
テ
ル
へ
の
チ
乏
ク
ィ
ソ
も
既
に
済
ま
せ

て
き
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
観
光
案
内
に
行
け
る
、

と
挨
拶
さ
れ
た
。
何
と
い
う
こ
と
か
、
大
名
旅
行

で
あ
る
。

プ
ニ
ノ
ス
フ
ィ
レ
ス
は
南
米
の
パ
リ
と
も
呼
ぱ

れ
る
美
し
い
大
都
会
で
あ
る
。
目
抜
き
通
り
の
中

央
に
オ
リ
ベ
ス
ク
が
建
っ
て
い
る
様
子
は
、
な
る

ほ
ど
、
.
ハ
リ
に
似
て
い
た
。
市
民
の
ほ
と
ん
ど
が

ス
ペ
イ
ソ
系
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
系
と
合
わ
せ
て

八
割
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
あ
っ
た
。
一
割
強
が
混
血

(
ガ
ウ
チ
,
)
、
残
り
一
割
弱
が
フ
ジ
ア
系
の
よ
う

で
あ
る
が
、
黒
人
と
日
本
人
は
め
っ
た
に
見
か
け

な
か
っ
た
。
街
の
人
々
は
、
少
数
の
富
裕
階
級
と

大
多
数
の
庶
民
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
乞
食
等
は
見
か
け
な
か
っ
た
。
富
裕
階
級
の

電
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郭
擧
"
、

榔
一

女
性
達
は
、
そ
ん
な
に
寒
く
な
い
の
に
、
毛
皮
の

コ
ー
ト
を
着
て
い
た
。
私
を
観
光
案
内
す
る
際
は
、

ゴ
ソ
サ
レ
ス
氏
と
息
子
さ
ん
は
案
内
役
で
は
な
く
、

私
と
夫
人
達
の
前
後
を
歩
い
て
、
用
人
棒
を
つ
と

め
る
。
や
は
り
、
危
険
な
街
な
の
で
あ
る
。
息
子

さ
ん
の
車
は
フ
ラ
ソ
ス
製
の
プ
ジ
,
ー
で
あ
る
が
、

カ
ー
ラ
ジ
オ
は
な
い
0
 
力
ー
ラ
ジ
オ
は
一
年
間
に

八
回
も
盗
ま
れ
た
の
で
、
息
子
さ
ん
は
乗
車
す
る

度
に
、
上
着
の
。
ホ
ケ
,
ト
の
ソ
ニ
ー
の
ウ
ォ
ー
ク

マ
ソ
を
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
な
ぐ
の
で
あ
る
0

お
恥
し
い
国
な
の
で
す
、
と
笑
っ
て
い
た
。

ゴ
ソ
サ
レ
ス
氏
が
経
営
し
て
い
る
段
、
ホ
ー
ル
製

造
工
場
は
郊
外
に
あ
り
、
五
千
坪
程
で
あ
っ
た
が
、

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
塀
の
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
0
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畴
一
.

ク
ラ
ク
、
ゾ
,
ソ
の
合
図
で
、
内
側
か
ら
混
血
の
青

年
が
門
扉
を
開
け
る
が
、
戦
車
で
も
持
っ
て
来
な

け
れ
ば
突
破
出
来
な
い
よ
う
な
頑
丈
な
造
り
で
あ

つ
た
。
工
場
長
の
イ
タ
リ
フ
人
以
外
は
、
事
務
職

に
は
ス
.
ヘ
イ
ソ
系
が
多
く
、
現
業
員
に
は
混
血
が

多
か
っ
た
。

在
留
邦
人
に
会
い
た
い
と
一
言
う
と
、
生
花
市
場

に
連
れ
て
く
れ
た
。
日
本
人
が
多
く
、
菊
を
「
キ

ク
」
と
呼
ぶ
の
だ
と
説
明
し
て
く
れ
た
が
、
私
は

嬉
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の
国
は
、
日
本
人
以
外
の

有
色
人
種
の
入
植
を
認
め
ず
、
例
外
の
日
本
人
に

も
、
士
地
の
所
有
を
容
易
に
無
め
な
か
っ
た
た

め
、
仕
方
な
く
、
小
資
本
で
も
出
来
る
花
屋
や
洗

濯
屋
に
な
っ
た
。
こ
の
悲
し
い
歴
史
を
私
は
知
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
チ
ノ
(
中
国
)
、
コ
リ
ア
(
朝

鮮
)
、
ハ
求
ソ
(
日
本
)
と
も
、
最
近
ま
で
は
、
一

人
前
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
日
は
、
市
内
の
観
光
名
所
に
な
っ
て
い
る
墓

地
に
案
内
さ
れ
た
。
こ
の
墓
地
は
、
石
造
の
塀
に

囲
ま
れ
た
一
万
坪
程
の
広
さ
で
あ
り
、
御
影
石
や

大
理
石
で
造
ら
れ
た
十
坪
ぐ
ら
い
の
建
物
が
三
百

軒
ほ
ど
並
ん
で
い
る
。
ど
れ
も
、
教
会
の
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
地
下
が
棺
置
場
、
一
階
が
鍛

で
あ
り
、
鉄
格
子
の
ド
フ
越
し
に
見
え
る
よ
う
に

島
、
J
゛

な
っ
て
い
る
。
一
軒
が
数
千
万
円
か
ら
数
億
円
す

る
ら
し
い
。
フ
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
人
の
夢
は
成
功
し
て
、

こ
こ
に
墓
を
持
っ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
富
豪
や

名
家
の
人
々
は
、
日
曜
日
に
は
家
族
連
れ
で
墓
に

参
り
、
帰
り
の
際
に
、
門
前
に
五
軒
あ
る
高
級
レ

ス
ト
ラ
ソ
で
昼
食
を
と
る
の
が
最
高
の
楽
し
み
で

あ
り
、
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ソ
、
ホ
ル
で
あ
る
と
い
う
0

当
然
、
庶
民
の
墓
は
な
い
が
、
唯
一
の
例
外
は
、

正
義
党
が
カ
ソ
パ
し
て
建
て
た
へ
戸
ソ
元
大
統
領

、
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の
墓
で
あ
っ
た
。
ゴ
ソ
サ
レ
ス
氏
は
、
自
分
達
の

墓
は
な
い
が
、
門
前
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ソ
で
昼
食

を
と
る
ぐ
ら
い
の
お
金
は
持
っ
て
い
る
、
と
笑
っ

て
散
財
し
て
く
れ
た
。

三
日
目
は
、
イ
タ
リ
フ
人
の
多
い
ボ
カ
地
区
へ

h
 
つ
た
昔
は
、
ス
.
ヘ
イ
ソ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
船
の
船
着
場
で
あ
り
、
酒
場
や
売
春
宿
や
賭

博
場
で
栄
え
、
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
・
タ
ソ
ゴ
も
こ
こ

で
生
ま
れ
た
 
t
 
力
1
の
名
手
マ
ラ
ド
ー
ナ
の
、

か
つ
て
の
本
拠
地
で
あ
る
ボ
カ
競
技
場
に
も
行
っ

た
。
こ
の
競
技
場
は
こ
の
近
辺
の
青
少
年
の
唯
一

の
希
望
の
灯
の
よ
、
つ
で
あ
る
0
 
カ
ミ
ニ
ー
ト
で
は
、

絵
画
が
露
天
で
売
ら
れ
て
い
た
が
、
小
規
模
で
、

モ
ソ
パ
ル
ナ
ス
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
入
江
は

廃
船
置
場
に
な
っ
て
い
た
。
名
物
の
干
ヒ
料
理
を

御
馳
走
に
な
っ
た
が
、
レ
ス
ト
ラ
ソ
の
豪
華
さ
と

街
の
寂
し
さ
が
、
ど
ぅ
に
も
不
釣
合
で
あ
っ
た
。

次
の
日
、
ペ
ル
ー
の
り
マ
に
行
く
た
め
の
出
国

検
査
の
際
に
、
私
が
カ
バ
ソ
に
入
れ
て
い
た
仁
が

摘
発
さ
れ
、
武
器
と
見
な
し
て
没
収
す
る
と
言
う
0

散
髪
用
だ
と
主
張
し
て
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
い
0

ゲ
ー
ト
に
向
わ
な
い
私
を
心
配
し
て
、
ゴ
ソ
サ
レ

ス
氏
等
が
殺
到
し
、
管
理
官
や
兵
士
に
激
し
く
詰

寄
っ
た
の
で
、
彼
等
は
た
じ
ろ
い
で
、
鉄
の
挑
帯

を
認
め
た
。

六
時
間
の
飛
行
絵
、
真
夜
中
に
り
々
空
港
に
着

た
。
空
港
に
は
旅
h
社
の
竹
島
さ
ん
の
出
迎
え

、、が
あ
り
、
混
血
(
チ
,
こ
の
青
年
が
運
転
す
る
車

で
市
内
に
入
っ
た
が
、
り
マ
に
は
戒
厳
令
が
出
て

お
り
、
夜
問
外
出
禁
止
な
の
で
、
路
上
で
何
回
も

軍
隊
に
検
問
さ
れ
た
。
翌
朝
、
ク
ス
コ
に
向
け
て

出
発
し
た
。

ク
ス
コ
空
港
に
は
旅
行
社
の
梅
野
氏
、
ケ
チ
ュ

7
語
の
通
訳
兼
運
転
手
の
オ
ス
カ
ル
氏
と
そ
の
姉

さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
た
0
 
「
シ
ガ
ー
」
と
私
に

つ
き
ま
と
ぅ
少
年
少
女
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
受
け

取
ろ
、
つ
と
す
る
ポ
ー
タ
ー
、
「
タ
キ
、
タ
キ
」
と

叫
び
な
が
ら
近
寄
っ
て
く
る
タ
ク
シ
ー
の
客
引
等

で
、
大
変
な
騒
々
し
さ
で
あ
る
。
昼
食
の
た
め
食

堂
に
入
っ
た
か
、
私
の
注
文
が
済
む
と
彼
等
は
退

席
し
た
。
何
故
か
と
聞
く
と
、
「
客
と
同
席
し
て

食
事
す
る
こ
と
は
ガ
イ
ド
仲
間
の
掟
に
反
し
ま
す
。

自
分
達
の
昼
食
代
金
も
契
約
で
既
に
頂
い
て
い
ま

す
」
と
固
辞
し
た
。
食
事
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
、

ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
子
供
の
顔
が
二
っ
現
わ
れ
、
じ

つ
と
私
を
見
っ
め
て
い
る
。
胸
が
つ
か
え
て
食
物

が
喉
を
通
ら
な
い
。
入
っ
て
来
い
、
と
手
招
き
す

る
と
、
恐
る
恐
る
入
っ
て
来
て
、
タ
バ
エ
を
買
っ

て
ほ
し
い
、
と
言
う
。
梅
野
氏
が
店
内
に
来
て
、

タ
バ
コ
を
買
う
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
0
 
こ
の
国

の
紙
幣
は
額
面
の
数
字
の
桁
が
多
く
て
、
価
値
の

見
当
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
食
堂
を
出
る
と
、

今
度
は
、
五
歳
ぐ
ら
い
の
裸
足
の
少
女
に
つ
か
ま

つ
た
0
 
「
セ
ニ
ョ

、

ー
レ

シ
ガ
レ
ッ
ト
L
 
と
一
口
っ

ノ

て
、
汗
で
黄
ぱ
ん
だ
タ
バ
コ
を
一
本
差
し
出
し
て
、

私
を
見
っ
め
た
。
私
の
足
は
地
面
に
ひ
っ
つ
い
て

し
ま
っ
た
。
梅
野
氏
に
相
談
す
る
と
、
キ
十
ソ
デ
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ー
を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
し
た
ら
、
と
一
言
っ
た
の
で
、
買

い
に
行
っ
て
も
ら
う
と
、
ニ
ド
ル
で
三
百
個
も
あ

つ
た
。
ペ
ル
ー
の
国
民
一
人
当
り
の
年
収
は
約
一

万
円
盲
本
は
約
百
二
十
五
万
円
)
で
あ
る
。
物
価

は
日
本
の
十
分
の
一
、
消
費
生
活
の
レ
ベ
ル
も
日

本
の
十
分
の
一
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
、
昭
和
二
十
一

年
頃
の
日
本
の
状
態
の
よ
う
に
思
っ
た
。
南
米
を

無
茶
苦
茶
に
し
た
ス
ペ
イ
ソ
人
の
罪
の
大
き
さ
に

憤
り
を
感
じ
た
0

ク
ス
コ
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ソ
ズ
を
追

わ
れ
た
日
本
人
ヒ
ど
ヒ
ー
が
数
人
い
た
が
、
彼
等

に
前
歯
が
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
理
由
を
尋
ね
る

と
、
コ
カ
茶
に
や
ら
れ
た
の
だ
と
言
う
0
 
イ
ソ
デ

d
オ
は
コ
カ
の
葉
を
し
が
ん
だ
り
、
エ
カ
茶
に
し

て
飲
む
。
私
も
ホ
テ
ル
が
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
た

コ
カ
茶
を
飲
ん
だ
が
、
ウ
ー
ロ
ソ
の
よ
う
な
味
で

あ
っ
た
。
こ
の
コ
カ
茶
の
葉
を
南
米
の
北
部
の
国

で
精
製
し
て
コ
カ
イ
ソ
と
し
、
カ
リ
プ
海
を
渡
っ

て
米
国
に
密
輸
さ
れ
る
。
こ
れ
が
マ
イ
フ
ミ
.
コ

ネ
ク
シ
,
ソ
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
。

私
の
フ
ソ
デ
ス
劼
問
の
主
目
的
で
あ
る
乾
燥
ジ

ヤ
ガ
イ
モ
作
り
の
見
学
に
行
っ
た
。
梅
野
氏
、
オ

ス
カ
ル
氏
と
三
人
で
車
で
ク
ス
コ
を
出
発
し
た
。

二
十
キ
戸
程
行
く
と
、
水
溜
り
で
洗
濯
し
て
い
る

二
人
の
イ
ソ
デ
す
オ
女
性
を
見
か
け
、
写
真
撮
影

の
交
渉
を
す
る
と
、
百
円
程
の
謝
礼
を
要
求
さ
れ
、

オ
ス
カ
ル
氏
は
激
怒
し
た
が
、
約
五
十
円
を
出
す

こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
十
キ
ロ
程
の
所
で
、
凍
結

乾
零
十
ガ
イ
モ
で
あ
る
チ
ュ
ー
ニ
,
を
干
し
て

あ
る
農
家
を
見
っ
け
、
こ
の
プ
ー
々
宅
で
、
チ
ュ

ニ
,
の
作
り
方
と
食
べ
方
を
実
演
し
て
も
ら
っ

た
。
モ
ラ
ヤ
と
呼
ぱ
れ
る
高
級
凍
結
乾
燥
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
製
造
法
の
見
学
は
、
時
季
が
過
ぎ
て
い
た

の
で
、
奥
地
へ
の
探
索
は
断
念
し
た
。

イ
ソ
デ
ィ
オ
の
祖
先
は
シ
ベ
り
ア
の
バ
イ
カ
ル

湖
畔
の
北
方
系
蒙
古
族
の
プ
リ
ャ
ー
ト
族
な
の
で

日
本
人
の
祖
先
と
全
く
同
じ
ら
し
い
。
体
格
、
体

型
、
顔
立
ち
、
動
作
は
日
本
人
そ
っ
く
り
で
あ
り

感
倩
の
動
き
も
似
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。

三
日
目
は
、
梅
野
氏
の
案
内
で
、
片
道
三
時
間

の
列
車
で
マ
チ
ュ
ピ
チ
遺
蹟
に
行
っ
た
。
列
車
は

四
輔
連
結
の
デ
一
ー
ゼ
ル
車
で
あ
り
、
各
車
輔
に

は
ゲ
リ
ラ
対
策
用
に
兵
士
が
二
人
ず
つ
警
乗
し
て

い
る
。
乗
客
の
半
分
程
は
フ
メ
リ
カ
人
観
光
客
、

四
分
の
一
程
は
若
い
女
性
の
集
団
を
主
と
す
る
日

本
人
観
光
客
で
あ
っ
た
。
ク
ス
コ
を
出
発
し
て
間

も
な
く
、
列
車
は
山
に
登
る
の
で
あ
る
が
、
七
回

の
ジ
グ
ザ
グ
の
折
り
返
し
走
行
、
つ
ま
り
、
最
前

列
と
最
後
列
の
車
輔
が
交
互
に
牽
引
車
と
な
っ
て

登
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
フ
々
ゾ
ソ
源
流
で
あ

る
小
川
が
見
え
た
0
 
「
.
ヘ
ル
ー
く
だ
り
」
と
呼
ば

れ
る
悲
し
い
歴
史
の
現
場
で
あ
る
。
大
正
の
初
め
、

.
ヘ
ル
ー
に
来
た
日
本
人
移
民
は
、
雪
の
ア
ソ
デ
ス

高
原
を
裸
足
で
越
え
て
、
ボ
リ
ビ
フ
へ
の
逃
亡
を

企
て
、
飢
餓
と
病
苦
の
た
め
に
、
そ
の
大
多
数
が

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
0
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マ
チ
ュ
ピ
チ
遺
蹟
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

発
見
さ
れ
た
用
途
不
明
の
石
造
の
街
で
、
謎
の
空

中
都
市
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
。
イ
ン
カ
の
宗
教
関
係

の
遺
蹟
な
の
か
、
ス
ペ
イ
ソ
人
へ
の
反
撃
の
砦
な

の
か
、
処
女
館
な
の
か
、
今
も
謎
の
ま
ま
で
あ
る

と
言
う
マ
チ
ュ
ピ
チ
遺
蹟
の
帰
り
は
、
鉄
道
駅

ま
で
バ
ス
で
下
り
る
が
、
急
坂
な
の
で
、
ジ
グ
ザ

グ
さ
せ
た
道
で
あ
る
。
バ
ス
の
発
車
と
同
時
に
一

.
、ノ

人
の
少
年
が
真
直
な
近
道
を
駆
け
下
り
、
交
叉
す

新
島
襄
関
係
文
献
(
抄
)

「
新
島
襄
全
集
L
 
全
十
巻
(
刊
行
中
)

)
.
m
.
出
劣
又
、
 
N
~
、
同
、
之
、
罵
~
~
露
切

0
、
＼
◇
給
、
寄
鴎
.
之
語
⑦
~
ミ
山

;
心
ネ
暑
妬
末
.
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

同

志

森
中
章
光
編
「
新
島
先
生
譜
簡
集
L
 
正
.
統

司

ヒ
じ

同
志
社
編
「
新
島
票
凹
簡
集
」
 
1
岩
波
文
庫

岩
波

「
新
島
襄
の
:
ス
勢
.
ゴ
ナ
宗
"
謬

J

小

「
新
島
先
生
記
念
集
」

社

る
バ
ス
に
「
グ
,
ド
バ
イ
」
と
叫
び
、
再
び
駆
け

下
り
る
の
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
鉄
道
駅
ま
で
バ

ス
と
競
走
す
る
。
バ
ス
を
下
り
る
と
、
汗
だ
く
の

゛
、ノ

少
年
が
待
っ
て
い
る
の
で
、
チ
ど
フ
を
渡
し
て
少

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

そ
の
日
の
夜
中
、
吐
気
の
た
め
に
目
が
覚
め
、

少
量
の
血
を
吐
い
た
。
高
山
病
ら
し
い
が
、
和
田

豊
司
氏
や
友
人
の
加
藤
一
博
医
師
か
ら
与
え
ら
れ

て
い
た
指
示
に
従
う
と
す
れ
ぱ
、
三
百
メ
】
ト
ル

丁
字
屋
書
店

同
志
社
・
同
志
社
校
友
会

同
志
社
大
学
出
版
部

同
志
社
大
学
出
版
部

伺
志
社
大
学
出
版
部

同
志
社
大
学
出
版
部

弘
文
館

川

一
.

ロ
.
星
ぐ
一
m
,
＼
◇
給
、
鵡

之
罵
切
~
武
山

同
朋
社

出
版

同
志
社
大
学
出
版
部

下
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、
深
夜
な
の
で
実
行
で
き

な
い
。
ア
ス
ピ
リ
ソ
、
利
尿
剤
、
睡
眠
薬
を
飲
ん

で
耐
え
た
。

翌
日
、
り
マ
に
帰
り
、
天
野
美
術
館
、
日
本
ぺ

ル

1
文
化
会
館
等
を
見
学
し
た
。
在
留
邦
人
の
活

躍
が
目
覚
し
く
、
嬉
し
く
思
っ
た
。
同
宿
と
な
っ

た
日
本
領
事
さ
ん
や
海
外
技
術
援
助
隊
員
さ
ん
と

の
夕
食
会
も
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

矣
学
工
学
部
専
任
講
師
)

鵡
山
え
辻
K

学

志
社
校

同汎

摩
書

日
本
基
督
教
団
出
版
局

同
志
社
社
史
資
料
室

同
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社
新
島
研
究
会

志

森
中
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編
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襄
片
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L

森
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飽
編
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「
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嬰
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L
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嘉
巳
男
綿
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新
島
八
重
子
回
相
§

解
騨
雁
薯
「
新
島
嬰
先
生
」

熊
木
忠
一
著
「
新
島
嬰
1
人
と
田
忽

岡
本
清
一
著
「
新
島
襄
L

一
"
,
、
辺
矢
箸
「
新
島
襄
L

同
志
社
社
編

「
同
志
社
百
年
史
通
史
編
1
 
・
Ⅱ
」

「
同
志
社
百
年
史
資
料
編
1
 
・
Ⅱ
」

和
田
洋
著
「
新
島
襄
」

同
志
社
社
史
資
料
室
編
「
追
悼
集
1
・
Ⅱ
L

雑
誌
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新
島
研
究
」
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